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１．目的
　大学は最高学府であり、高度かつ専門的な知識と技能を求める志の高い
学生が集う場である−そうしたかつてのイメージは、もはや実態とかけ離
れたものといわざるを得ない。事実、四年制大学進学率は、戦後だけを見
ても大きく変動している。1945年から1960年頃にかけては８％前後だった
ものが、高度成長期にかけて急増し、1970年に17％、1975年に27％とな
る。（中央教育審議会,1999）その後やや伸び悩んだものの、1990年代に再
び上昇に転じて1999年に38％、2009年以降は50％を超えている（文部科学
省,2013）。このように大学の門戸が広がったことで、当然、学力不足の
学生や、発達上適応上の問題を抱える学生も以前より多く存在するように
なった。そこで、大学における学生相談の充実が急務の問題となっている
（日本学生支援機構,2011）。外部の臨床心理学専門家、あるいは教職員と
いったリソースによる支援は確かに有効であるが、学生にとっては利用の
ための敷居が高く、ニーズはあってもなかなか相談に至らない状況がある
ことも事実である。そこで著者の一人である伊東は白鴎大学において、第
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三の相談リソースともいえる学生の力を活用することを目的として、ピア・
サポート活動を導入した。
　ピア・サポート活動とは、同じ学生という立場の仲間（peer）が互いに
相談援助し合う活動を基本とし、その拡大を通して、良好な大学の雰囲気
形成につながるムーブメントとなり得る可能性を秘めた活動である。1970
年代にカナダで児童や青年を対象に始まったとされている（Carr, 1988）。
2005年白鷗大学において、学生による学生相談支援活動であるピア・サポー
ト活動のスタッフとなるためのトレーニング生募集が行われた。条件は同
活動に興味があり、トレーニングに耐えられる、心身ともに健康な学生で
あること。守秘義務を果たせること。そしてトレーニング終了後ピア・サ
ポート活動を行うことであった。その後、申し出た学生にトレーニングを
開始、翌2006年度に愛好会「白鷗大学ピア・サポート相談室」を立ち上げ、
７名のメンバーで同活動がスタートした。伊東はトレーニングを担当する
とともに、スーパーバイザーとして活動に関わっていった。トレーニング、
および活動の実際とその効果については、伊東（2011）に詳しい。また外
部に向けた活動として、2009年に当時の学生スタッフが、栃木県内大学の
連携組織である大学コンソーシアムとちぎ主催の「第６回学生＆企業研究
発表会」において、「ピア・サポート活動報告−よりよい学生生活を送るた
めの学生による相談活動−」と題する研究発表を行った。
　活動８年目を迎えた2013年度、白鷗大学ピア・サポート相談室は、スタッ
フ７名、トレーニング生９名を抱える組織となり、相互尊重かつ親和的な
雰囲気の中で、発足当初からの特徴でもある自律性の高い善意の学生たち
が活動を行った。学生相談支援は週２回、昼休みを含む約２時間、公共の
ロビーに衝立で仕切った空間を作り、机と椅子を持ち込んで活動した。ト
レーニングは、翌年度スタッフになるためのものであり、基本的な知識の
教授と、ビデオを用いたロールプレイを通しての体験学習である。
　2013年９月、栃木県立小山城南高等学校より、前年度に白鷗大学と結ん
だ協定に基づき、「ピア・サポートを通じたコミュニケーション技法のト
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レーニング」を、２年次総合学科選択授業「体育理論」で数回行ってほし
いとの依頼が、白鷗大学リエゾン委員会を通じてピア・サポート相談室に
なされた。協定は地域連携の一環として結ばれたもので、その内容は教員
の出張授業や、学生のスクールサポートとしての部活動支援などであった
が、それに準ずるものとしての依頼と理解した。具体的な目的を確認する
ため、同相談室に関わる教員の立場で伊東が同校の担当教諭に確認をした
ところ、ピア・サポートの技法を身につけることが目的ではないとわかっ
た。そこで、本学でも実施しているトレーニングの一部を体験的に学習す
ることを通じて、高校生の自己理解と対人関係スキル向上を図ることを目
的とすることを提案し、了承された。
　スタッフ学生のみで高等学校の授業を担当することは現実的に難しいた
め、初めに伊東がピア・サポートに関する全体的な内容の講義を行い、そ
の後、学生スタッフが具体的なピア・サポートのトレーニングを高校生に
体験させて、コミュニケーションのトレーニング―具体的には彼らの自己
理解と対人関係スキル向上を図る３回の授業を計画することとした。
　そこで、ピア・サポート・スタッフの学生に事情を伝えた上で協力者を
募ったところ、著者として名を連ねる４名の学生が名乗り出て、伊東とと
もに同トレーニングを担当することとなった。
２．活動の内容
【１日目】　講義「ピア・サポートとは」およびスタッフ学生によるロール
プレイ　2013年10月31日　９：55～10：45
　伊東と４名のスタッフ学生（横山、野澤、加賀爪、菅野）が参加。生徒
16名。
　初対面ということもあって、授業開始前に校長室に通され、校長ならび
に担当教諭から学校事情や生徒の様子などをうかがう。校長からは高校で
のピア・サポート導入に対する期待が語られた。担当教諭からは、生徒た
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ちのコミュニケーション能力の低さに対する不安や危惧も語られた。
　教室へ移動後、まず伊東が講師となり、ピア・サポートとは何かをスラ
イドを使って説明した。（図１,写真１）その後、ピア・サポート・トレー
ニングと実際の相談活動の様子を伝えるべく、スタッフ学生４名が２名ず
つロールプレイを２回演じ、各回観察に回った学生が、ロールプレイにつ
いてのフィードバックを行った。生徒たちはその様子を観察した。（写真
２）
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図1：当日使用したスライド資料
　　写真１：講義の様子　　　　　　　　　写真２：ロールプレイの様子
（いずれも小山城南高等学校HPより）
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スタッフ学生により観察された生徒たちの様子
◦私たち学生スタッフに対しての警戒心も見られたが、あいさつをしたら
返してくれる生徒が多かった。
◦説明している際、真摯に話を聞いてくれていた。
◦初対面である私たちスタッフはもちろん、校長先生や他の先生方が同席
していたこともあり、緊張している様子が見られた。
◦ほぼ全員が、ピア・サポートという活動を初めて知ったため、大学にそ
のような活動があることに驚いていた。なにもかも初めてで、しかも大
学で行われているという点からも生徒たちはとまどいや不安や緊張を感
じているようだった。
◦ロールプレイを観察しているときは、実際に自分たちがこれをやらなけ
ればならないのかといった不安や緊張が感じられた。この時だけ、教室
がざわついていた。多分、ピアの独特な雰囲気にかなり戸惑っていたの
だと思う。一方で、緊張よりも興味深い様子で食いつくように観察して
いる生徒も見受けられた。
◦ロールプレイ後の感想では、生徒たちから次回への意欲的な感想もみら
れた。
【２日目】　「褒めのワーク」　2013年11月６日　９：55～10：45
　３名のスタッフ学生（横山、野澤、加賀爪）が参加。生徒17名。
　この日は、スタッフ学生の横山がファシリテーターとなって、「褒めの
ワーク」を実施した。これは同年夏のゼミナール合宿で横山が実験的に実
施したもので、お互いの良いところをひたすら褒めるというもの。まずス
タッフ学生２名が実施して生徒たちに見せた。その後、同性同士、異性同
士でペアをつくり、実際に行ってもらった。セッションが１つ終わるごと
に感想を聞き、最後は急遽、担当教諭から生徒一人ひとりを褒めてもらっ
た。教諭は「普段生徒たちを面と向かって褒めることがない上に急だった
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ので、緊張したし大変だった。このワークを通して褒めることの大切さと
難しさを再認識した。」と感想を述べた。
スタッフ学生により観察された生徒たちの様子
◦前回よりも和やかなムードで始められた。会場作り（机を移動させる等）
でも、積極的に協力してくれる生徒が多く、緊張感や不安感は前回ほど
見受けられなかった。
◦ペアを作る際、想像していたよりもずっと早く決まったので、生徒たち
の仲の良さを感じた。
◦褒めのワークの見本を、生徒同士で照れ笑いをしながら観察していた。
“カウンセリング”を想像していたようだが、スタッフ学生がストレート
に相手を褒め合う様子を見て、とても驚いていた。
◦最初は好きな相手とペアを組んだこともあり、照れてしまっている生徒
が大半だった。終始冗談を言い合うペアや、伝えることが尽きたり飽き
たりしてしまって、最後の方は黙り込んでしまうペアもあった。
◦相手のことを面と向かって何分間も褒めるということに対し困惑してい
たが、それでも一生懸命頑取り組もうとする姿勢が感じられた。
◦褒められたことに対して、素直に喜びや嬉しさを表現する生徒があまり
多くなかったように思う。
◦同性同士より、異性同士のペアの方が恥ずかしそうだったが、男子の方
が頑張って伝えようとしていたように感じた。
◦異性同士でペアを組んだ際、照れてしまって、一対一というよりは何人
か集まっての集団ほめのワークのようになってしまっていた。
◦異性ペアでは黙ってしまう生徒もいたが、１回目よりも多く褒めること
が出来た生徒もみられた。褒めてもらっている時は表情に変化があった
り、照れながらも相槌がうてたりしたため、両方の立場を経験させるこ
とはとても効果的であったと思う。
◦生徒たちの感想は「難しかった」という声が圧倒的だったが、中には「楽
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しかった」と言った生徒もいた。
◦教諭から生徒たちへの一言は、生徒同士で褒め合うのとは違い、独特の
緊張感があった。教諭から何を言われるのだろうという期待や不安、恥
ずかしさがあった。
◦教諭から褒めてもらっている生徒たちはとても嬉しそうで、“褒め”が与
える力を実感することができたのではないだろうか。生徒同士でのワー
クとは違った表情を見ることが出来た。教諭が照れずにまっすぐと生徒
一人一人に向き合って話す姿勢は生徒たちにとって良き手本であったよ
うだ。
◦褒めのワークは一度だけでなく、二度三度違う相手とやってみると、さ
らによいワークになると思った。
【３日目】　「ロールプレイ」　2013年11月７日　９：55～10：45
　２日目と同じ３名のスタッフ学生（横山、野澤、加賀爪）が参加。生徒
16名。
　１日目に示したピア・サポートのロールプレイを、生徒たちに体験して
もらった。混乱を避けるため、以下の流れに沿ってスモールステップで実
施した。まずテーマを決めてロールプレイを行い、「受容」や「繰り返し」、
「支持」の技法の手本を見せた後、生徒たちにも体験してもらった。その
後、悩みについて相談する形をとった本来のピア・サポートに近いロール
プレイをスタッフ学生が実演し、観察してもらった後、生徒たちがロール
プレイに取り組んだ。（表１）
　担当教諭は「思っていることがあっても、伝え方が分からない生徒が多
い」と述べていたが、終了後、「ピアの活動が自己理解と他者理解の手助け
になり得ることを、実感を持って理解した」と発言され、この授業は生徒
たちだけでなく、教える側に対しても何かしら伝えることができたようで
ある。
209
高等学校におけるピア・サポートを通じたコミュニケーション技法のトレーニング
表１：ロールプレイの流れ
①　受容ワーク（うなずき）
　　「テーマ：週末何をして過ごしたか」
②　繰り返しワーク（～なのですね）
　　「テーマ：好きな音楽について」
③　支持ワーク（大変でしたね、それでいいと思いますよ）
　　「テーマ：最近興味のあることについて」
④　悩み相談のロールプレイ
スタッフ学生により観察された生徒たちの様子
◦最終日と言うこともあり、だいぶ緊張感はなくなって、しっかり向き合っ
てくれる生徒が増えたようだった。
◦初回時は下を向いて話を聴いていた生徒も、３日目になると目を見て話
を聴いてくれた。
◦こちらの話すことにリアクションを取ってくれるようになり、生徒たち
とコミュニケーションが取れている実感を持てた。
◦ロールプレイは、終始和やかに行われた。前回の褒めのワークよりも活
発なやり取りが見られ、照れたり困ったりしている生徒が少なくなった
ようにみられた。
◦男子も女子も、私たちにもワークにも慣れてきたこともあり、ふざけな
がらワークに参加してしまう場面もしばしば見られたが、全体的に、初
回時に比べて意欲的に取り組んでくれるようになったと思う。
◦お互い照れながらも、ちゃんと相手の話を聴いて頑張っていた。
◦相手のことを一生懸命に考え、それを自分の言葉で伝えようとする姿勢
が見られた。
◦前回までのワークと比べ、自分の役割を生徒一人一人が意識して取り組
めているようだった。そのためか、私語も最初に比べだいぶ少なくなっ
ていた。
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◦技法を取り入れたワークであったために難しさを感じている様子の生徒
もみられたが、今回も最後まで一生懸命取り組もうとする姿勢が見られ
た。
◦「もっとこうしたら良いのでは」という意見も多く出され、生徒同士が
お互いに高め合っている様子が見られた。
◦観察者役の生徒は、見ているだけというのが難しかったのか、３人での
雑談のような感じになってしまうグループもあった。
◦女子よりも男子の方がロールプレイに関しては一生懸命、真剣に取り組
んでいたように見えた。
◦生徒たちの感想でやはり「難しかった」という声が多かった。
◦ロールプレイは長くても３分ほどであったが、それでも慣れていない生
徒たちにとっては長く感じられたようだった。
◦人数調整の関係で私たちスタッフが参加したグループがあった。大学生
に対して共感し、助言を述べることは生徒たちにとってとても緊張する
状況であったと推測されるが、一生懸命取り組んでいた。その様子に観察
者役の生徒も影響を受けた様子だった。生徒同士で良い影響を与えあっ
ている様子も見受けられた。
◦最後に、この授業の目的、なぜ褒めることや人の話を一生懸命聴くことが
大切なのかを説明した時が、一番話を聴いてくれている手ごたえがあっ
た。ただ授業をして終えるのではなくて、このワークが何につながって
いるのかを伝えることで、自己理解と他者理解の必要性を感じることが
できたのかもしれない。
３．活動全体を通してのスタッフ学生の感想
　以下、３日間の活動全体を通してのスタッフ学生の感想を記す。
◦私自身、高校生と触れ合う経験がほとんどなかったので、今回の活動は
非常に良い経験になった。また、活動をやり遂げたということで、自分
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に少し自信がついた。
◦私自身、高校生とあまり接する機会がなかったため、生徒たちとの距離
感に戸惑ったが、大変良い経験となった。
◦高校を卒業し、大学４年生という一歩離れた視点から実際に学校現場で
働いている先生や実際に生活する生徒たちの様子を見たり話を伺ったり
して、今の高校の現状を知ることができ、大変勉強になった。
◦生徒たちが、照れたり戸惑ったりしながらも最後まで一生懸命やってく
れたことがとても嬉しかった。
◦「普段あまり話さず、おとなしい子でもこういうふうに考えているのだと
いうことがわかった」と担当の先生が感想を述べていた。ピア・サポー
ト活動は、今まで知らなかった、人の新たな一面に気づくことができる
というメリットもあるのだなと思った。
◦ピア・サポート活動を続けるということは、それだけ相手の内面を知る
ということでもあり、軽い生半可な気持ちではお互いに相談活動できな
いが、それでも高校生という、相手を意識し、自分を見つめ直すことの
できるこの時期にこそ、ピア・サポートとは何かを知ってもらい、活動
を取り入れてもらいたいと思った。
◦先生方から “話す能力の育成” の必要性についてお話していただき、高
校生の実態を知る機会となった。当初、ピア・サポート・トレーニング
を通じてピア・サポートという活動を少しでも知ってもらう気持ちで始
めたトレーニング授業であったが、話す能力にも繋がる授業ができたの
ではないかと思う。
◦当初はワークに照れてしまう生徒や、黙り込んでしまう生徒が多く見受
けられたため、最終日での生徒たちの積極的なやり取りや真剣な姿勢が
とても嬉しかった。私たちスタッフも今回初めての取り組みだったため
に悩みながらの授業構成だったが、最後には大きな達成感があり、生徒
たちと先生方の感想を受けて安堵したことを覚えている。
◦いずれのワークにおいても、「なんて言ったらいいか分からない」という
伊東　孝郎・横山　沙紀・野澤　亜衣・加賀爪美保・菅野つくし
212
ことも多く語られており、「自分が思ったことをどう相手に伝えればよ
いのか」ということに戸惑いや迷いを感じているのかもしれないと感じ
た。
◦担当の先生が言われたように、「思っていても伝えずに終わってしまう」
生徒が多いのであろうと感じた。ワークの様子や内容を聞いていると、
その生徒なりに相手のことをよく見て、よく考えた上での発言をしてい
るように感じた。伝えるキッカケや機会さえあれば 、頑張って伝えよう
とする姿勢を感じた分、もったいなさも感じた。
◦打ち解けてきた頃に授業が終わってしまったので、そこが残念であった。
◦今回は３日間であったが、もう少し期間が欲しいと感じた。ただでさえ、
大学生で初対面のスタッフがその場に居合わせることは緊張する状況で
あるだろうし、ワークを見られたくないと感じた生徒もいたのではない
だろうか。３日間で生徒たちのワークに取り組む姿勢には大きく変化が
見られた。それはワークに生徒たちが慣れたことや、前回のワークの成
果もあるだろうし、スタッフに対する緊張が解けてきたことも影響して
いるのではないだろうか。個人的には、もう少し生徒たちと関わった上
でワークを進めていきたかった。
◦生徒たちが照れてしまうことは自然な反応だと思うし、私語が増えてし
まうことも仕方ないことなのかもしれない。そのため「話すこと」や「自
分を知り、相手を知る」ことを道徳や総合的学習の時間に取り扱うこと
は大変難しいだろう。外部から授業をすることで、日常の学校生活とあ
る程度区切りがついた状態が生まれるため、メリハリがつきやすく効果
的であったのではないだろうか。また、スタッフが先生と生徒たちの間
の立場を取ることで、両者に対する理解が深まったようだった。先生も
参加するワークの実施が可能になったこともメリットだったと思う。
◦今回の授業は私にとっても刺激となった経験だった。もう一度、自分の
ピア・サポートを振り返る機会にもなり、大変勉強になった。ピア・サ
ポートは大学生のための相談機関であるが、こうした活動も長い目で見
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ればサポート活動だと感じた。相談を待っているだけの機関ではなく、
ブログやこうした対外活動を通じて、外部に発信していける活動の重要
性も感じた３日間だった。
4．生徒たちの感想
　今回の活動の後、11月12日の授業中、講義に参加した城南高校の生徒が
書いた感想文を、その内容から「講義・観察」「褒め体験」「ロールプレイ
体験」「全般」「今後」の５つに分類して表２に示した。なお表中、生徒が
特定できないようにするため、一部記述を変更している。
　以下、それぞれに関する感想を順に述べていく。
表２：生徒たちの感想まとめ
講義・観察
男　最初は興味が湧かなかったが、教授の話を聞いているうちに少しず
つ興味を持つようになった。
女　ピア・サポートの活動には約束事もあり、とてもしっかりしている
なと感じた。
女　カウンセラーと全然違うとわかった。
男　模擬ピアサポートを見ていて、相談者が悩みを言いやすそうに話し
ているのが目についた。
男　相談されている人が様々なテクニックを使っていることを知り驚い
た。
男　相談にのるのは大変だと思うのに、白鴎の方々はスラスラできてい
てとても凄いと思った。
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褒め体験
女　なかなかこんなことを言う機会はないので思ってることを全て言っ
た。
女　相手がわたしの良いところを言ってくれて、こんなとこ見てたんだ
とか思った。
女　男子とも一回だけやって、あまり話したことはなかったけど新しい
一面が知れて楽しかった。
男　私の人生の中で、さあほめてくださいと言われてほめるという経験
は一度もなかったので、とても難しかった。
男　あまり話さない人ともほめ合いをしたので、難しかった。
男　相手を受け入れるという意味でほめることはとても重要なことだと
思う。
男　この授業でほめることの難しさ、重要さを改めて感じた。
女　人から褒められるとすごく嬉しいことだなと思った。
女　あまり相手のことを知らない人と（ほめのワークを）やると、なか
なか言葉が出ず、とても難しかった。
女　自分だとわからないことなども言われたり、相手がこう思っている
んだという新しい発見や、恥ずかしい気持ちにもなった。
女　相手の良いところを言葉でしかも顔を合わせた状態でほめるのは恥
ずかしかった。
女　相手から自分の知らない部分をほめられ、とてもうれしい気持ちに
なった。
男　他の人から良いところを言われると、自分では知らない自分を見つ
けることができて自己理解が高まったと思う。
男　自分の良いところがわかった。
女　面と向かってほめるのはとてもはずかしかった。
女　良いところを改めて考えるとたくさんあってよい経験をした。
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男　実際にやって、改めて人の良いところを探し、伝えることの難しさ
に気づくことができた。
男　普段話さない人は当然だが、話す人でも伝えることができなかった
と感じた。
男　普段仲良くしている友だちに言ってもらい、周囲から見られている
自分を知ることができた。
男　普段話さない人や女子とトレーニングをやって、友だちから見られ
ている自分とまた違った自分を知ることができた。
男　友だちからは内面的なことや、普段一緒にいないとわからないよう
なことが多かった。
男　普段話さない人や女子からは部活のことが多かった。
男　部活が好きなのが伝わると言ってもらえたのは、そういうところを
見てくれているのだなと思い、嬉しかった。
男　普段話すような人と話さない人からの自分の見られ方の違いがわ
かってよかった。
男　褒める側になった時に、いつも思いつかないような相手の良いとこ
ろもみつけられたので良かった。
ロールプレイ体験
女　改まってやると恥ずかしくなるばかりだった。
男　見ているのとやってみるのでは全然違って、スラスラとできなかっ
た。
男　今まで話したことのない人たちともやったので、恥ずかしくなり、
うまく話せなかった。
男　相談者が話しやすい雰囲気を作ってあげ、適確なアドバイスをする
ことが重要と思った。
女　実際やってみると、言葉に詰まってしまったり自分の思っているこ
とを上手く表現できなかったりして難しかった。
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男　相談を受けた時に自分なりによくかえせたと思うし、他の人のサ
ポートもちゃんと考察できていたと思う。
女　難しいけど楽しいし、とても勉強になることがたくさんあった。
女　何て言葉を返したらいいか、どのような言葉なら相手の気持ちがよ
くなるのかを考えるのがとても大変だった。
女　聞いているときの目線やうなずきもとても重要なことだとわかっ
た。
女　聞く側になった時、どこで聞くテクニックを使うのかにとまどい、
ものすごく難しかった。
女　やっぱりカウンセラーは相手の気持ちをとらえたり、それでさまざ
まな対応をしたりするので難しいなと思った。
女　相談者が話しやすくなるように、フレンドリーに接されると、自分
からも話がしやすくなった。
女　アドバイスする前にしっかりとした雰囲気づくりをしなくてはなら
なかったため、実践してみてすごく大変だった。
男　相手の話を聞くというのはとても難しい。
女　聞く役が一番難しかった。技法のタイミングを考えてしまって。
男　講師のお手本通りとはいかず、3つの役割それぞれに違った難しさ
があった。
男　話すときは何を話していいかわからなかった。
男　聞くときはどのタイミングであいづちを打つのか迷った。
男　見る人の時は、適確なアドバイスをするということが難しかった。
男　一回目の授業で実演を見たときは誰でも出来そうと思っていたが、
実際にやったとき、その難しさがすぐに分かった。
男　難しいと感じたものは、悩みに対する受け答えだ。それは相談者が
話し易いようにするというものだ。
男　ただ単にあいづちを打つのではなく、その悩みに共感などをしなが
らその解決策を見出していかなくてはならない。
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男　話を聴く姿勢も、軽く前のめりになったりと、悩みを聴くだけでも
いろいろとコツがあった。
男　三回目の授業では、これまでに学んだことを活かし、悩みに対する
解決策をいくつか提案したりできるようになった。
	
全般
女　相談を聴く難しさを学んだが、だからこそ以前より興味が湧いた。
女　自分の知らないことをたくさん知ることができた。
女　相談される側の人が、相談する側の人へ安心感を与えたり緊張感を
なくしてくれているからこそ気軽に相談できることを学んだ。
女　相手のことを考えて、相手を尊重することが大切だと学ぶことがで
きた。
男　この授業で様々なものを得られた。
女　相手の意見や気持ちを尊重すること、それを尊重しながらも、自分
の思ったことをアドバイスすることなど学ぶことができた。
女　このような授業を受ける機会はほとんどないのでよい経験になっ
た。
女　自分の知らない「新たな自分」を見つけること、相談にのることの
難しさを学んだ。
男　とても貴重な体験だと思う。
男　友だちの良いところを見つけて伝えること、悩みを聞き、一緒に考
えて解決策を見出すことの大切さを知った。
今後
男　この経験を生かし、相手の話をきちんと聞いてあげる努力をしたい
と思う。
女　とても新鮮で実際に学校生活で使いたいと思った。
女　普段から相手のことを考え、尊重することをしていきたい。
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女　私生活にも生かしていきたい。
女　自分の友だちとの対人関係をよくすることができると思う。
女　人の気持ちを完璧に知るということは難しいし、カウンセラーも相
手に良いと思われる対応をしなければならないので大変だけれど、
私もそのようになれたらいいなと思った。
女　誰から頼られてもしっかり受け答えができるようになりたい。
男　私もテクニックを使って悩んでいる人の相談をしてあげたい（ママ）
と思った。
男　学んだことをこれからの生活にいかし、自分をもっと高めたいと思
う。
男　これからの人生に活かすことができたら良いなと思ったし、誰かか
ら相談を受けた時も力になるためには必要だと思う。
男　今回の講義を自分の糧にし、今後の生活や何かあったときに役立て
ていきたい。
女　普段からもっと相手の目を見て話を聞こうと気をつけるようになっ
た。
男　実際に経験しないと気づけないことだと思うので、忘れず生かして
いきたい。
男　授業で学んだ聴く姿勢や態度を活かす場面があれば積極的に実行し
ていき、悩んでいる友人などを積極的に援助していけるようになろ
うと思った。
◦講義・観察
　一日目の講義・観察についての主な感想は、スタッフ学生が演じたロー
ルプレイの観察を受けてのものであった。「模擬ピア・サポートを見てい
て、相談者が悩みを言いやすそうに話しているのが目についた。」「相談さ
れている人が様々なテクニックを使っていることを知り驚いた。」「相談に
のるのは大変だと思うのに、白鴎の方々はスラスラできていてとても凄い
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と思った。」等である。その他、「ピア・サポートの活動には約束事もあり、
とてもしっかりしているなと感じた。」「最初は興味が湧かなかったが、教
授の話を聞いているうちに少しずつ興味を持つようになった。」といったよ
うに、ピア・サポート活動についての理解・関心を感じられる。また、「カ
ウンセラーとは全然違うとわかった」という感想から、ピア・サポートと
プロのカウンセリングは異なるものであるという事実がしっかりと伝えら
れたと理解できる。
◦褒め体験
　２日目の褒め体験、３日目のロールプレイ共に、恥ずかしさ・照れを述
べた感想がいくつか見られる。褒め体験では「相手の良いところを言葉で
しかも顔を合わせた状態でほめるのは恥ずかしかった。」「面と向かってほ
めるのはとてもはずかしかった。」といったように、褒めを直接伝える点に
特に恥ずかしさを感じていたようである。しかし、新鮮な体験をしたこと
への照れや、くすぐったさも感じられるような、「自分だとわからないこと
なども言われたり、相手がこう思っているんだという新しい発見や、恥ず
かしい気持ちにもなった。」との感想も見られ、温かな雰囲気の中ワークが
進められたと想像することができる。ロールプレイに関して「改まってや
ると恥ずかしくなるばかり」とか、「今まで話したことのない人たちとも
やったので、恥ずかしくなり、うまく話せなかった」者は、慣れない相談
活動でのぎこちなさのような感覚と共に、恥ずかしさを感じていたのかも
しれない。これらは、３日間を通して生徒たちと関わりながら、同時に観
察していたスタッフ学生からも語られていた。そして生徒たちも恥ずかし
さや照れの体験に自覚的であり、そういった感覚と正直に向き合って感想
を述べてくれた。
　褒めの体験について、上記以外に述べられたのは、まず褒めることの難
しさである。「私の人生の中で、さあほめてくださいと言われてほめるとい
う経験は一度もなかったので、とても難しかった。」「あまり相手のことを
知らない人と（ほめのワークを）やると、なかなか言葉が出ず、とても難
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しかった。」「実際にやって、改めて人の良いところを探し、伝えることの
難しさに気づくことができた。」「普段話さない人は当然だが、話す人でも
伝えることができなかったと感じた。」以上のように、日頃多く関わりを持
たない相手ほど褒めのポイントを発見することが難しいと感じたようであ
る。
　しかし一方で、他者理解・自己理解を得たという感想も多く寄せられた。
他者理解では、「褒める側になった時に、いつも思いつかないような相手
の良いところもみつけられたので良かった。」「良いところを改めて考える
とたくさんあってよい経験をした。」そして自己理解に関しては、「他の人
から良いところを言われると、自分では知らない自分を見つけることがで
きて自己理解が高まったと思う。」「自分の良いところがわかった。」「普段
話すような人と話さない人からの自分の見られ方の違いがわかってよかっ
た。」ということであった。相手の良い部分を見出し、それを直接褒めるこ
とができる自分自身、そして、相手から同じように褒められている自分に
出逢い、自己肯定感が高まる体験であったと思う。また、友人に褒められ
るという体験は「嬉しかった」ようである。例えば、「部活が好きなのが
伝わると言ってもらえたのは、そういうところを見てくれているのだなと
思い、嬉しかった」「相手から自分の知らない部分をほめられ、とてもう
れしい気持ちになった。」いずれも、相手からの褒めを謙遜することなく、
真っ直ぐに受けとめることができた生徒が多くいたことを表している。そ
して、「相手を受け容れるという意味でほめることはとても重要なことだと
思う。」と感じた生徒がいたように、スタッフ学生が提供した褒め体験のね
らいを生徒たちは理解し、その場を能動的に活用していたと思われる。
◦ロールプレイ体験
　次に３日目のロールプレイ体験について寄せられた感想であるが、最も
多かったのが、褒め同様「難しさ」であり、特に技術面や相談を聴く姿勢
についてであった。「一回目の授業で実演を見たときは誰でも出来そうと
思っていたが、実際にやったとき、その難しさがすぐに分かった。」「難し
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いと感じたものは、悩みに対する受け答えだ。それは相談者が話し易いよ
うにするというものだ。」「ただ単にあいづちを打つのではなく、その悩み
に共感などをしながらその解決策を見出していかなくてはならない。」「聞
く側になった時、どこで聞くテクニックを使うのかにとまどい、ものすご
く難しかった。」「見ているのとやってみるのでは全然違って、スラスラと
できなかった。」等から、相手の相談を改まって聴くということに慣れてお
らず、戸惑いも含めて難しさを感じていたのではないだろうか。
　また、「講師のお手本通りとはいかず、３つの役割それぞれに違った難し
さがあった。」「話すときは何を話していいかわからなかった。」「見る人の
時は、適確なアドバイスをするということが難しかった。」と、相談を受け
る役だけでなく、相談者役、観察者役それぞれについても「難しさ」が述
べられ、自分の思いや意見を伝えることの難しさを改めて体験をする良い
場になったようである。中には「難しいけど楽しいし、とても勉強になる
ことがたくさんあった。」「三回目の授業では、これまでに学んだことを活
かし、悩みに対する解決策をいくつか提案したりできるようになった。」と
の感想も見られ、自身の成長を感じる機会でもあったようだ。また、「相談
を受けた時に自分なりによくかえせたと思うし、他の人のサポートもちゃ
んと考察できていたと思う。」と述べている生徒もあり、高校生が自分で考
えて相手に関われること、さらにはそれを自分自身で認められることを確
認することができた。
◦全般
　以上の活動の全般について、「自分の知らないことをたくさん知ること
ができた。」「この授業で様々なものを得られた。」「このような授業を受け
る機会はほとんどないのでよい経験になった。」「とても貴重な体験だと思
う。」等、活動の実施自体を肯定的に捉えようとする姿勢が感じられた。対
人場面については「相手のことを考えて、相手を尊重することが大切だと学
ぶことができた。」「相手の意見や気持ちを尊重すること、それを尊重しな
がらも、自分の思ったことをアドバイスすることなど学ぶことができた。」
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「友だちの良いところを見つけて伝えること、悩みを聞き、一緒に考えて解
決策を見出すことの大切さを知った。」など、相談者・褒めの対象である相
手を尊重する意思、そしてその上で相手に積極的に関わっていくことが可
能であるという気づきが見られる。また、「自分の知らない『新たな自分』
を見つけること、相談にのることの難しさを学んだ。」といった、自己理解
の向上が感じられる感想も見られた。さらに、相談活動の難しさや取り組
む姿勢については、前述したものに加え「相談される側の人が、相談する
側の人へ安心感を与えたり緊張感をなくしてくれているからこそ気軽に相
談できることを学んだ。」「相談を聴く難しさを学んだが、だからこそ以前
より興味が湧いた。」といったようなポジティブな印象も見られ、スタッフ
学生の親和的かつ意欲的な姿勢が反映したのでは、と想像する。
◦今後
　今回の活動を今後の生活に活かしていこうとする意欲も感じられた。「と
ても新鮮で実際に学校生活で使いたいと思った。」「学んだことをこれから
の生活にいかし、自分をもっと高めたいと思う。」「普段からもっと相手の
目を見て話を聞こうと気をつけるようになった。」「今回の講義を自分の糧
にし、今後の生活や何かあったときに役立てていきたい。」等から、今回の
講義は、生徒たちが日常で使いやすい具体的な対人スキルを身につけるた
めに、特に効果的であったようである。また、「自分の友だちとの対人関係
をよくすることができると思う。」と述べた生徒は、この３日間級友たちと
共に学ぶ中で、自分は対人関係を円滑にできるという自信を育むことがで
きたのではなかろうか。自分自身についての学びに加え、「この経験を生か
し、相手の話をきちんと聞いてあげる努力をしたいと思う。」「普段から相
手のことを考え、尊重することをしていきたい。」等、相手に関心を向け、
尊重していこうとする姿勢を感じることができる。
　さらに、日常的な悩み相談を受けることへの関心も意欲的に述べられた。
「人の気持ちを完璧に知るということは難しいし、カウンセラーも相手に良
いと思われる対応をしなければならないので大変だけれど、私もそのよう
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になれたらいいなと思った。」「私もテクニックを使って悩んでいる人の相
談をしてあげたいと思った。」「授業で学んだ聴く姿勢や態度を活かす場面
があれば積極的に実行していき、悩んでいる友人などを積極的に援助して
いけるようになろうと思った。」等から、生徒たちはピア・サポート相談活
動の精神と技術を、日常生活で活用できるものとして積極的に自身に取り
入れようとしていたことが感じられた。
５．おわりに
　本活動は、もともとは高校側からの依頼によって実現したものである。
そしてその結果、生徒たちの感想にもあるように、自己理解や他者理解を
深め、今後の対人関係やコミュニケーションの改善へ、さらには生きる姿
勢そのものをより望ましいものへと変化させるような契機になったともい
えそうである。
　また褒められる体験やロールプレイできちんと聴いてもらう体験、さら
にはピア・サポートの技法を用いてきちんと関わったという自信なども、
高校生たちのこころに大きな影響を与えたかもしれない。本活動の後担当
教諭からも、生徒たちが「授業に対して意欲的になった」との感想を得た。
その理由については「他人に評価されることによって頑張ろうとする意欲
が出てきたのではないか」と推察している。また校長が、コミュニケーショ
ン能力を育てるために今後もこのような授業を行いたいという意向を述べ
られたことも、本活動に対する高い評価の現れとして受け止めたい。
　反面、ピア・サポートのスキルの方に目を向けさせすぎてしまったので
はないかという点が、少々気になるところである。本活動に寄せられた感
想を見ると、ピア・サポートの“技法”に注目していた生徒が少なからずいた
ようである。相談を聴く技法には、うなずき、繰り返し、明確化など様々
あるが、生徒たちが「難しい」と感じた理由の多くは、これらの技法を意
識しすぎて、それらを上手く使うことができなかったということのようだ。
伊東　孝郎・横山　沙紀・野澤　亜衣・加賀爪美保・菅野つくし
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しかしピア・サポート活動において、相談を受ける者がまず大切にしたい
のは、相談者の想いをしっかりと聴くということである。聴き手が全ての
意識を集中して一生懸命相手に向き合おうとすることが、良い関係づくり
の第一歩になるのであって、技法はあくまでもそのための手段にすぎない。
これはピア・サポートに限らず、日常的な対人場面においても同様である。
「しっかり聴く」ということは曖昧さを含んでいるし、そのあり方は十人
十色である。それでも相手に真摯に向き合おうとする「こころ」があって
こそ、人と人とのつながりが生まれていくのである。高校生にとってみれ
ば、未知の活動であるピア・サポート。言葉でのわかりやすく具体的な説
明が可能であるスキルは、この未知の活動をとらえるきっかけになりやす
かったのであろう。もしも次に同様の機会があったならば、生徒たちが技
法にとらわれすぎぬような配慮が必要であろう。
　最後にもう一点。今回の活動を通して、スタッフ学生も実にさまざまな
ことを学んだようである。「今」の高校生の実際に触れたこと、何を考え何
に悩んでいるのか一端を知ったこと、3日間という短い期間でも高校生で
ある彼らは成長していくこと、そして何よりピア・サポートのもつ力を実
感したこと。他にも数えればきりがないほどの学びを、高校生との出会い
によって得ることができたようだ。まもなくスタッフ学生の4名は社会に
出たり、専門職に就くため進学したりすることとなる。その最終盤のタイ
ミングでこのような貴重な学びの体験を得られたことは、必ずや彼らの財
産になることであろう。
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